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「権利の優先（the primacy ofrights）」という術語に着日艮する。そして彼は、こ  
こにこそ「わたしがアトミズムと呼んでいるものがある」（Taylor，1992，p．30）の  
だと言う。  




る。省略のないものは次のものに収録されている。Taylor，Ch．，mllosophy and77］e  
HumanScIences，PhilosophicalPapers2，CambridgeUniversity Press，［1985］．187－210．  
































生き残ることが物理的に不可能であるということ、別言すれば、社会を離れて   
は生命的有機体として生存不可能であるというような「生物学的な」意味での  
生命の存続を表現しているのではない。そうではなく、社会を離れては人間が  
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人間として有している固有の能力を開花、発現させることができないという生  





























































の彼岸 ヘーゲルと現代政治学のコンテクスト」『現代思想 特集ヘーゲルの思想』  
1993．7月臨時増刊号、がある。  





























－57－   
もすれば閉じられもし、豊かになりもすれば貧弱になりもするのである。「自  
由な個人」の多様性といったことも、その価値が広く承認されているような社  













（いたいこういちろう 博士後期課程二回生）  
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